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岩
見
沢
駐
屯
地
（
司

令
末
虞
1
佐
）
は
、
8

月
1
0
日
潮
、
心
配
さ
れ

た
台
風
を
吹
き
飛
ば
し

夏
ら
し
い
快
晴
の
下
、

『
I
L
▼
V
E
そ
ら

ち
』
と
銘
打
っ
て
、
岩
見

沢
駐
屯
地
創
立
6
1
周

年
及
び
第
1
2
施
設
群

創
隊
3
9
周
年
記
念
行

事
を
挙
行
し
た
。

今
回
は
3
年
ぶ
り
の

駐
屯
地
開
放
で
あ
り
式

典
、
訓
練
展
示
、
戦
車

等
の
体
験
試
乗
、
第
1
1

音
楽
隊
と
岩
見
沢
西

高
校
と
の
合
同
コ
ン

サ
ー
ト
、
滝
川
し
ぶ
き

太
鼓
演
奏
、
曹
友
会
に

よ
る
子
ど
も
広
場
の
他
、

2
6
の
近
隣
業
者
に
よ
る

屋
台
村
を
開
催
し
、
地

元
の
特
産
品
等
を
紹
介

し
た
。

式
典
の
中
で
司
令
は
、

世
界
平
和
に
貢
献
し
、

国
家
の
存
立
に
貢
献
し
、

地
域
の
安
全
と
安
心
に

貢
献
し
地
域
の
方
々
が

頼
り
に
し
誇
り
に
感
じ

る
部
隊
と
な
る
べ
く
精

進
す
る
こ
と
を
誓
っ
た
。

ま
た
、
駐
屯
地
隊
員
に

対
し
て
は
平
素
の
た
ゆ

ま
ぬ
努
力
を
労
っ
た
う

え
で
、
国
民
の
負
託
に

応
え
る
た
め
、
熱
い
責

任
感
を
持
っ
て
精
強
化

へ
の
努
力
を
続
け
る
こ

と
、
良
き
自
衛
官
で
あ

る
と
同
時
に
良
き
市
民

で
あ
る
こ
と
を
呼
び
か

け
た
。

こ
の
日
は
、
事
前
の
駐

屯
地
隊
員
一
体
と
な
っ

た
広
報
活
動
も
あ
い

ま
っ
て
、
過
去
最
高
の
3

5
0
0
人
を
超
え
る
来

場
者
が
訪
れ
、
「
統
制
の

と
れ
た
式
典
に
感
動
し

た
。
」
「
駐
屯
地
の
団
結

を
感
じ
る
。
小
規
模
な

が
ら
洗
練
さ
れ
た
内
容

だ
っ
た
。
」
「
自
衛
隊
が

身
近
に
な
っ
た
。
」
な
ど

の
声
が
聞
か
れ
た
。
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岩見沢農屯地司令感謝状贈呈式

隊
友
会
岩
見
沢
支
部
長

白
根
　
謙
一
様

岩
見
沢
自
衛
隊
協
力
会

前
道
　
忠
夫
　
様

三
笠
市
自
衛
隊
協
力
会

黒
田
　
憲
治
　
様

父
兄
会
岩
見
沢
支
部

桐
谷
　
幸
子
　
様

父
兄
会
岩
見
沢
支
部

山
下
　
倭
子
　
様

岩
見
沢
商
工
会
議
所

五
十
嵐
　
閣
　
様

長年のご尽力、誠にありがとうございます。
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心
を
一
つ
に
力
を

任
務
完
遂
！

6
月
2
6
日
榊
か
ら
7
月
4
日
廟
ま

で
の
間
、
第
1
2
施
設
群
（
群
長
・
末

虞
1
佐
）
は
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
た
。

今
検
閲
は
、
矢
臼
別
演
習
場
、
然

別
演
習
場
、
釧
路
演
習
場
の
広
域
に

展
開
す
る
中
、
陣
地
構
築
、
障
害
構

成
、
交
通
作
業
等
各
種
施
設
作
業
を

実
施
し
た
。
受
閲
に
先
立
ち
群
長
は

「
端
的
只
今
（
し
こ
ん
）
　
の
一
念
」

を
保
持
し
「
徹
底
的
に
集
中
そ
し
て

堅
忍
持
久
」
　
「
最
悪
へ
の
備
え
と
結

果
の
追
求
」
に
留
意
す
る
よ
う
要
望

し
た
。

受
開
聞
、
次
々
と
付
与
さ
れ
る
特

別
状
況
に
的
確
に
対
応
し
、
疲
労
国

債
の
中
、
付
与
さ
れ
た
追
加
任
務
に

も
見
事
に
対
応
。
群
の
精
強
性
を
顕

示
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

今
回
、
北
部
方
面
施
設
隊
内
で
初

め
て
指
揮
シ
ス
テ
ム
を
野
外
展
開
し

て
、
T
V
会
議
、
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
、

掲
示
物
等
の
機
能
を
活
用
す
る
と
と

も
に
、
民
生
品
を
導
入
し
、
位
置
情

報
を
把
握
す
る
等
、
上
下
左
右
の
情

報
・
認
識
の
共
有
を
図
り
、
指
揮
幕

僚
活
動
の
高
速
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
。隊

容
検
査
か
ら
状
況
終
了
に
至
る

ま
で
全
隊
員
が
群
長
統
率
方
針
「
百

万
一
心
」
を
具
現
す
る
が
如
く
終
始
、

士
気
高
く
、
強
固
な
団
結
心
を
も
っ

て
任
務
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

な
お
、
第
1
0
1
施
設
直
接
支
援

大
隊
第
2
直
接
支
援
中
隊
も
、
同
期

間
中
に
中
隊
訓
練
検
閲
を
受
閲
し
、

第
1
2
施
設
群
の
同
行
整
備
・
故
障

整
備
を
実
施
し
て
群
保
有
車
両
の
高

可
動
率
維
持
・
向
上
に
努
め
、
群
の

任
務
達
成
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

lCTを活用した作戦室指揮所の構築（然別演習場）

言、∴→：∴、
－3－

演習場内の荒廃した道路を整備
（矢白別演習場）
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地元有識者に対し防衛講話
岩見沢駐屯地初度視察北紳方面総監毒見決へ

7
月
2
7
日
潮
、
北
部
方
面
総

監
（
田
追
陸
将
）
は
、
自
衛
隊

協
力
会
岩
見
沢
隊
区
連
合
会

（
会
長
・
松
野
岩
見
沢
市
長
）
の

要
請
を
受
け
、
市
内
の
ホ
テ
ル

サ
ン
プ
ラ
ザ
に
て
「
北
海
道
に

お
け
る
陸
上
自
衛
隊
の
将
来

態
勢
・
体
制
」
と
題
し
、
防
衛

講
話
を
行
っ
た
。

講
話
に
は
協
力
会
の
他
、
近

隣
自
治
体
の
首
長
、
国
会
議
員
、

道
議
会
議
員
、
市
議
会
議
員
、

商
工
会
議
所
、
地
元
財
政
課
の

リ
ー
ダ
ー
た
る
方
々
等
約
2
0

0
名
が
傾
聴
に
訪
れ
た
。
ま
た
、

総
監
と
岩
見
沢
駐
屯
地
司
令

（
末
虞
1
佐
）
は
共
に
富
山
駐

屯
地
司
令
の
勤
務
経
験
が
あ

る
た
め
、
岩
見
沢
開
拓
時
代
の

富
山
県
移
住
者
の
ご
子
孫
も

多
数
出
席
さ
れ
た
。

講
話
で
は
、
現
下
の
北
東
ア

ジ
ア
情
勢
の
解
説
に
引
き
続

き
、
今
後
陸
上
自
衛
隊
が
向

か
う
方
向
、
北
部
方
面
隊
に

期
待
さ
れ
る
役
割
等
に
つ
い
て

説
明
さ
れ
た
。
聴
衆
か
ら
は
、

「
厳
し
い
国
際
環
境
、
日
本
を

取
り
巻
く
安
全
保
障
環
境
の

変
化
に
つ
い
て
よ
く
理
解
で
き

た
。
自
衛
隊
の
果
た
す
役
割
は

今
後
一
層
大
き
く
な
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
自
衛
隊
を
と
り

わ
け
地
元
岩
見
沢
駐
屯
地
を

し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
き
た

い
。
」
と
い
う
力
強
い
声
が
聞
か

れ
た
。

講
話
終
了
後
、
総
監
は
地
元

有
識
者
の
方
々
と
懇
親
会
に

参
加
し
、
意
見
交
換
を
さ
れ
た

後
、
岩
見
沢
駐
屯
地
修
親
会

主
催
の
歓
迎
会
に
出
席
さ
れ

隊
員
を
激
励
さ
れ
た
。

駐屯地修親全幹部との懇親会　　　講話には多くの方々が訪れた。
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7
月
2
8
日
潮
、
岩
見
沢
駐
屯

地
（
司
令
・
末
虞
1
佐
）
は
、
北

部
方
面
総
監
の
初
度
視
察
を

受
け
た
。

第
3
3
6
施
設
中
隊
小
林
2

尉
が
指
揮
す
る
儀
杖
隊
に
迎

え
ら
れ
た
総
監
は
、
司
令
と
業

務
隊
長
か
ら
状
況
報
告
を
受

け
、
「
即
応
態
勢
向
上
、
生
活

勤
務
環
境
整
備
、
地
域
連
携

に
関
し
、
駐
屯
地
が
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

を
確
認
し
た
。
」
と
の
所
見
を

述
べ
ら
れ
た
。

営
内
巡
視
で
は
隊
員
一
人
一

人
に
声
を
か
け
ら
れ
、
隊
員
が

溌
刺
と
質
問
に
答
え
て
い
る
婆

に
接
し
て
、
「
各
級
指
揮
官
、

服
務
指
導
者
が
よ
く
心
情
を

把
握
し
明
る
い
環
境
を
作
っ
て

い
る
。
」
と
感
心
さ
れ
た
。

訓
示
で
は
、
体
育
館
に
集

ま
っ
た
全
隊
員
を
総
監
の
傍
に

密
集
さ
せ
、
「
『
究
極
の
自
己
犠

牲
の
精
神
を
発
揮
す
る
覚
悟
』

で
し
っ
か
り
と
勤
務
し
、
総
監

要
望
事
項
で
も
あ
る
『
任
務
即

応
』
　
『
訓
練
精
到
』
　
『
地
域
連

携
』
の
重
要
性
を
再
認
識
す
る

と
と
も
に
、
駐
屯
地
隊
員
は
今

一
度
原
点
に
立
ち
返
り
、
隊

員
一
人
一
人
が
自
律
す
る
必

要
性
が
あ
る
。
」
と
全
隊
員
の

目
を
見
な
が
ら
話
さ
れ
た
。
隊

員
の
一
人
は
、
「
総
監
の
思
い
を

直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
て
光
栄

で
す
。
さ
ら
に
覚
悟
を
も
っ
て

日
々
職
務
に
精
励
し
た
い
。
」

と
語
っ
た
。

総監訓示　　　　　　　　　　　儀伎隊を巡閲

8
月
9
日
出
、
第
は

身
で
あ
る
第
才
登
且
準

後
の
大
隊

氏
（
帝
京
大
学
教
授

講
演
が
市
内
や
嬰

に
て
行
わ
れ
た
。

こ
れ
は
、
翌
日
の

念
行
事
の
記
念
講

の
安
全
保
障
八

ち
位
置
）
」
と

衆
が
会
場
を
埋

志
方
氏
は
昭

問
第
1
0
2
施
蝕

岩
見
沢
駐
屯
地

北
部
方
面
総
監

し
て
現
在
も
学

あ
た
ら
れ
て

情
勢
の
変
化
を
兄

安
全
保
障
闇

か
を
説
明
す

平
和
協
力

て
き
た
「

囲
む
会
し
を
か

壷諒蒜
物流
それは‘慮まごころ”のネットワM夕
本社　守や綿々1楼　岩見沢帝栗沢町最上朋は・9
TEL O126・45・2792　FAX O126－45－3053
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隊
長
当
時

方
々
も
大
勢

年
前
に
一

笑
い
の
撒

気
で
あ
っ
た
。
ま

設
大
隊
か

－4－
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【
第
1
2
施
設
群
】

1
等
陸
尉
へ

本
吉

坂
根

山
崎

小
森

2
等
陸
尉
へ

三
浦

小
林

伊
部

直
也
（
群
本
部
）

永
司
（
群
本
部
）

正
人
（
群
本
部
）

一
平
（
群
本
部
）

等
（
群
本
部
）

棋
孝
（
3
3
6
施
中
）

太
起
（
3
3
7
施
中
）

伊
藤
仲
之
佑
（
3
0
2
坑
中
）

3
等
陸
尉
へ

奥
田

准
陸
尉
へ

池
田

陸
曹
長
へ

工
藤

中
山

1
等
陸
曹
へ

政
氏

近
迫

中
村

2
等
陸
曹
へ

片
倉

川
島

小
柳

3
等
陸
曹
へ

横
尾

嶋
田

花
田

前
田

阿
部

伊
藤

浩
一
（
3
0
2
坑
中
）

隆
一
（
3
3
7
施
中
）

義
浩
（
本
管
中
）

智
揮
（
3
3
6
施
中
）

顕
（
3
3
7
施
中
）

真
人
（
3
1
2
施
器
中
）

好
文
（
3
0
2
坑
中
）

利
幸
（
本
管
中
）

竜
介
（
3
4
2
施
中
）

秀
治
（
3
0
2
坑
中
）

武
（
本
管
中
）

賢
（
3
3
6
施
中
）

亮
平
（
3
3
6
施
中
）

年
輪
（
3
3
7
施
中
）

裕
太
（
3
3
7
施
中
）

清
也
（
3
4
2
施
中
）

広報「いわみざわ」

【
第
2
直
接
支
援
中
隊
】

2
等
陸
尉
へ

野
村
　
宣
仁

陸
曹
長
へ

斎
藤
　
信
一

1
等
陸
曹
へ

高
橋
　
雅
人

竹
本
　
貴
光

【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】

陸
曹
長
へ

佐
々
木
勝
美

★
転
　
出
★

【
第
1
2
施
設
群
】

群
本
部

2
佐
　
松
木
　
信
孝
（
南
恵
庭
駐
業
・
南
恵
庭
）

本
部
管
理
中
隊

2
曹
　
杉
浦
　
広
行
（
1
0
5
施
器
・
南
恵
庭
）

第
3
3
5
施
設
中
隊

1
尉
　
角
　
　
慎
哉
（
北
海
道
防
衛
局
・
帯
　
広
）

第
3
1
2
施
設
器
材
中
隊

曹
長
　
奥
村
　
篤
広
（
1
3
施
隊
・
幌
　
別
）

曹
長
　
渋
田
　
啓
之
（
北
施
隊
付
・
南
恵
庭
）

【
第
2
直
接
支
援
中
隊
】

3
佐
　
工
藤
　
垂
人
（
札
幌
地
本
・
札
　
幌
）

3
尉
　
近
藤
　
責
紀
（
北
後
支
・
島
　
松
）

【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】

2
佐
　
堀
田
　
浩
一
（
真
駒
内
駐
業
・
真
駒
内
）

1
尉
　
坂
本
　
和
代
（
札
幌
病
院
・
豊
　
平
）

曹
長
　
藤
田
　
繁
樹
（
北
海
道
補
給
処
・
早
　
来
）

2
曹
　
大
久
　
里
意
（
北
海
道
補
給
処
・
島
　
松
）

【
第
3
4
5
会
計
隊
岩
見
沢
連
絡
班
】

1
曹
　
戸
村
　
博
幸
（
北
海
道
補
給
処
・
島
　
松
）

3
曹
　
石
川
　
準
基
（
3
7
4
会
計
・
鹿
　
追
）

【
第
3
1
4
基
地
通
信
中
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】

1
曹
　
矢
守
　
佳
宏
（
3
1
4
基
適
中
・
滝
　
川
）

1
曹
　
中
西
　
幸
作
（
3
1
4
基
適
中
・
真
駒
内
）

【
第
1
2
0
地
区
警
務
隊
岩
見
沢
連
絡
瑳
】

【
岩
見
沢
駐
屯
地
業
務
隊
】

2
佐
　
舟
田
　
昭
夫
（
北
方
総
監
部
・
札
　
幌
）

3
尉
　
上
村
　
信
行
（
1
1
後
支
隊
・
真
駒
内
）

曹
長
　
石
川
　
陽
一
（
7
特
連
・
東
千
歳
）

曹
長
　
佐
藤
　
真
司
（
1
1
偵
・
真
駒
内
）

2
曹
　
三
浦
　
　
修
（
北
海
道
補
給
処
・
島
　
松
）

3
曹
　
佐
藤
　
恭
子
（
1
高
特
群
・
東
千
歳
）

【
第
3
4
5
会
計
隊
岩
見
沢
連
絡
球
】

2
曹
　
倉
内
　
美
樹
（
函
館
地
本
・
函
　
館
）

【
第
3
1
4
基
地
通
信
中
隊
岩
見
沢
派
遣
隊
】

曹
長
　
桐
山
さ
と
み
（
1
0
1
基
シ
過
大
・
札
　
幌
）

1
背
　
高
屋
敷
　
亙
（
3
1
4
基
適
中
・
滝
　
川
）

【
第
1
2
0
地
区
警
務
隊
岩
見
沢
連
絡
瑛
】

1
曹
　
山
ノ
井
淳
治
（
1
2
0
地
区
警
務
・
真
駒
内
）

◆
●

◆
●

302坑中　菅原2曹
長女　芽生（めい）ちゃん．

H26．7．9　　　●●

＿＿●◆

302坑中　櫻田3曹
妻　ひとみさん
H26．8．8入籍

1
曹
　
鹿
川
　
正
尚
（
1
2
0
地
区
警
務

★
転
　
入
★

【
第
1
2
施
設
群
】

群
本
部

2
佐
　
森
田
　
勝
彦
（
3
0
4
施
隊
・
出
　
雲
）

本
部
管
理
中
隊

1
尉
　
小
塚
　
　
修
（
1
1
施
隊
・
真
駒
内
）

1
曹
　
酒
井
　
瑞
穂
（
1
0
5
施
器
・
南
恵
庭
）

第
3
3
5
施
設
中
隊

曹
長
　
富
田
　
　
智
（
1
3
施
隊
・
幌
　
別
）

第
3
3
6
施
設
中
隊

3
曹
　
山
本
　
雅
文
（
丘
珠
駐
業
・
丘
　
珠
）

第
3
1
2
施
設
器
材
中
隊

2
曹
　
松
尾
　
彰
史
（
札
幌
地
本
・
江
　
別
）

【
第
2
直
接
支
援
中
隊
】

1
尉
　
相
澤
　
浩
一
（
1
3
施
隊
・
幌
　
別
）

302坑中　鈴木3曹
三女　宰音（ねね）ちゃん

H26．8．12

302坑中　作田3曹
長女　奈々美（ななみ）ちゃん

H26．7．15

302坑中　護摩堂3曹
妻　梢さん

H26．9．6入籍
337施中　小野田3曹

妻　なつみさん
H26．8．12入籍

ヰ
れん津濁りで▲・戯紋捗でもいか押

リサイクルバ－

十1人′ヾ通り
RENGA mEET
（⊥11lT■lltnlllk“‾kh

紳XdrI敷きItr転

10m弓鹿ht

加ner　柴　田　　来
岩見沢市2粂西17日
0て26仙25－烹15督

軌雄心竹椚粗い由1．稲．jp邦12鵬は5／
髄：フリ肘〃ドリンク　二才洲ル》2、500

－5－

302坑中　石井2曹
長女　結乃（ゆの）ちゃん

H26．8．28



広報「いわみざわ」平成26年9月

【
4
月
1
8
日
】

平
成
2
6
年
度
隊
友
会
岩

見
沢
支
部
定
期
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

昨
年
度
の
事
業
報
告
、

今
年
度
の
事
業
計
画
を
参

加
会
員
の
審
議
を
得
て
、

賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
な
お
、
会
員
か
ら

の
意
見
が
3
件
あ
り
、
役

員
会
で
再
検
討
審
議
し
、

今
年
度
の
事
業
計
画
に
反

映
し
て
会
員
多
数
の
参
加

に
よ
る
、
よ
り
よ
い
隊
友

会
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

総
会
後
、
第
1
2
施
設
群

長
兼
ね
て
岩
見
沢
駐
屯
地

司
令
末
虞
1
佐
か
ら
「
自

衛
隊
及
び
岩
見
沢
駐
屯
地

の
将
来
に
つ
い
て
」
　
の
講

話
を
し
て
い
た
だ
き
、
世

界
情
勢
の
中
で
の
現
在
の

自
衛
隊
の
任
務
の
複
雑
さ

と
重
要
性
を
再
認
識
し
ま

し
た
。懇

親
会
に
は
末
虞
1
佐

を
は
じ
め
、
現
職
隊
員
3
3

名
の
他
、
自
衛
隊
協
力
会

岩
見
沢
隊
区
連
合
会
会
長

・
岩
見
沢
市
長
　
松
野

哲
氏
、
衆
議
院
議
員
　
渡

辺
孝
一
氏
、
岩
見
沢
市
議

会
議
長
　
伊
澤
幸
信
氏
、

岩
見
沢
商
工
会
議
所
会
頭

五
十
嵐
　
閣
氏
、
岩
見
沢

市
議
会
議
員
　
峰
　
泰
教

氏
、
新
党
大
地
北
海
道
1
0

区
支
部
長
　
浅
野
貴
博
氏

等
要
職
に
あ
ら
れ
る
多
数

の
皆
様
の
ご
参
加
を
い
た

だ
き
、
隊
友
会
岩
見
沢
支

部
会
員
と
の
交
流
、
親
睦

を
図
る
べ
く
楽
し
く
有
意

義
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
と
思
い

ま
す
。
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
改
め
て
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

隊
友
会
は
、
今
年
度
も

担
当
地
域
市
民
等
と
岩
見

沢
駐
屯
地
の
架
け
橋
と
し

て
、
相
互
の
理
解
を
深
め

防
衛
意
識
の
普
及
高
揚
に

努
め
る
と
と
も
に
、
駐
屯

地
の
諸
業
務
等
に
対
す
る

協
力
・
支
援
、
事
業
計
画

の
実
行
に
よ
る
会
の
活
性

化
及
び
基
盤
の
充
実
強
化

を
図
り
、
会
員
相
互
の
親

睦
と
相
互
扶
助
を
深
め
て

会
の
魅
力
化
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

駐屯地司令　末庚1佐による講話懇親会には多数の方々のご参加を
いただき、交流・親睦を深めた。

【
7
月
1
9
日
】

岩
見
沢
支
部
恒
例
の
親

睦
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
北
村

中
央
公
園
ヘ
ル
シ
ー
パ
ー

ク
場
で
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
日
程
が
市
内
外

で
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

と
重
な
っ
た
た
め
会
員
の

参
加
が
昨
年
よ
り
若
干
減

り
ま
し
た
が
、
駐
屯
地
か

ら
業
務
隊
長
堀
田
2
佐
を

は
じ
め
群
の
科
長
、
中
隊

長
、
群
・
各
中
隊
の
要
職

に
あ
る
先
任
上
級
曹
長
等

現
職
隊
員
が
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
で
は
、

他
の
大
会
で
は
見
ら
れ
な

い
厳
し
さ
の
欠
け
る
ワ
イ

ワ
イ
と
し
た
和
や
か
な
雰

囲
気
の
中
で
楽
し
ん
で
お

り
ま
し
た
。

今
回
の
成
績
は
、

優
　
勝
　
開
藤
重
則
さ
ん

第
2
位
　
坂
田
茂
俊
さ
ん

第
3
位
　
阿
部
　
誠
さ
ん

で
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
懇

親
会
で
は
、
支
部
長
、
業

務
隊
長
の
挨
拶
の
後
、
今

回
参
加
会
員
の
中
で
の
年

長
者
、
川
東
さ
ん
の
乾
杯

で
始
ま
り
、
新
会
員
の
増

川
さ
ん
、
松
井
さ
ん
が
「

現
職
隊
員
が
参
加
し
て
い

た
だ
く
の
に
出
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
い
！
」
と
役

員
と
と
も
に
参
加
し
ま
し

た
。
懇
親
会
の
中
で
行
わ

れ
た
カ
ラ
オ
ケ
歌
合
戦
は

現
職
隊
員
と
と
も
に
大
変

盛
り
上
が
り
ま
し
た
が
、

元
気
溌
刺
と
し
た
現
職
隊

員
の
ほ
う
に
分
が
あ
っ
た

と
見
ま
し
た
。
そ
の
後
、

群
第
4
科
長
の
締
め
の
乾

杯
で
懇
親
会
を
閉
じ
ま
し

た
が
、
今
回
の
隊
友
会
行

事
も
、
会
員
及
び
駐
屯
地

所
在
隊
員
と
の
親
睦
・
相

互
理
解
を
深
め
た
も
の
と

思
い
ま
す
。
公
私
と
も
に

お
忙
し
い
中
、
大
会
に
参

加
し
盛
り
上
げ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
、
駐
屯
地
各
部

隊
の
現
職
隊
員
の
皆
様
に

は
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。次

の
予
定
は
「
ボ
ー
リ

ン
グ
か
な
・
・
・
・
・
・

？
」
楽
し
み
に
し
て
い
て

仁恵車宇董…字書≡
ミ畠＿雪㍉　這キミ享真空…三黒蓬‡圭葦

－6－

自衛隊退職者雇用協議会

岩見沢支部

事務局：岩見沢商工会護所内

支部長：五　十　嵐　　　閤

T EL：0126叫22－3445


